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◆市民憲章◆

会合の時間を正しく守りましょう

公共の物をたいせつにしましよう

教養を高め、ひろく人材を育てましよう

積極進取の意気をもって働きましよう

　　（昭和41年4月1日制定）
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（
広
報
紙
の
早
期
司
布
に
ご
協
力
を
）

　
こ
と
し
は
「
国
際
児
童
年
」
。
国
連

で
「
児
童
権
利
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
て

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
二
十
年
目
に
あ
た
り

ま
す
が
、
こ
れ
を
記
念
し
て
こ
と
し
を

「
国
際
児
童
年
」
と
す
る
こ
と
に
決
ま
っ

た
も
の
で
す
。

　
〃
子
ど
も
は
民
族
の
宝
、
世
界
の
宝
”

と
い
う
考
え
か
た
に
た
ち
、
国
際
児
童

年
を
機
に
児
童
問
題
に
つ
い
て
の
認
識

を
高
め
、
い
ま
、
子
ど
も
た
ち
が
ほ
ん

と
う
に
幸
せ
な
の
か
ど
う
か
、
子
ど
も

た
ち
を
と
り
ま
く
生
活
環
境
は
こ
れ
で

い
い
の
か
ー
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
関
心

を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
年
な
の
で

す
。　

こ
と
し
は
、
年
間
を
通
じ
て
児
童
問

題
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
催
さ
れ
ま
し
た

し
、
こ
ん
こ
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
と
く
に
、
十
一
月
二
十
日

の
「
児
童
権
利
宣
言
記
念
日
」
の
前
後

を
重
点
に
、
児
童
問
題
に
つ
い
て
関
心

を
高
め
よ
う
ー
と
行
事
が
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
日
向
市
で
も
十

一
月
二
十
三
日
に
「
児
童
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
日
向
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
　
「
子
ど
も
」
や
「
児

童
問
題
L
に
つ
い
て
み
ん
な
で
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
十
一
月
三
日
の
文
化
の

日
、
市
立
保
育
所
（
上
町
、
日
知
屋
、

細
島
）
の
合
同
運
動
会
が
大
王
谷
運
動

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
会
に
は
三
つ
の
保
育
所
の
園
児

二
百
四
十
人
と
、
父
母
や
家
族
な
ど
あ

わ
せ
て
約
五
百
人
が
参
加
。
三
十
メ
ー

ト
ル
徒
走
や
遊
戯
、
お
と
う
さ
ん
や
お

か
あ
さ
ん
と
の
ダ
ン
ス
、
そ
し
て
保
育

所
対
抗
の
綱
引
き
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

ゲ
ー
ム
と
．
お
い
し
い
弁
嶺
で
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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卜
．
月
か
ら
．
．
．
月
に
か
け
て

．
の
冬
場
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な

．
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
か

ら
・
d
年
の
う
ち
で
も
最
も
火

事
の
多
い
季
’
節
。

　
こ
と
し
も
、
卜
．
月
、
．
卜
六

日
か
ら
レ
．
．
月
．
．
日
ま
で
、
“
秋

の
金
国
火
災
．
P
防
運
動
”
が
繰

．
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。
今
回
は
、

．
と
く
に
火
を
消
す
た
め
の
〃
．
．
．

　
つ
の
基
本
”
に
つ
い
て
考
え
て

．
み
ま
し
た
。

　
火
が
出
る
　
　
も
の
が
燃
え

・
る
た
め
に
は
「
燃
え
る
も
の
」

．
と
「
空
気
へ
酸
素
）
」
と

　
「
熱
」
が
必
要
で
す
。

．
こ
れ
は
い
わ
ば
“
火
の

．
．
．
、
要
素
”
と
し
え
ま
オ
、

こ
の
う
ち
、
ど
れ
か
．
つ

．
で
も
欠
け
る
と
、
も
の
は

燃
え
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
火

・
を
消
す
と
い
う
こ
と
は
、

．
こ
の
“
燃
え
る
．
．
．
要
素
”

の
ど
れ
か
．
つ
を
取
り
除

く
、
あ
る
い
は
、
し
ゃ
断

し
て
や
れ
ば
よ
い
と
い
う

．
こ
と
で
す
。

　
私
た
ち
は
、

台
所
な
ど
で
、
毎
1
1
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

．
．
．
．
要
泰
の
ど
れ
か
．
つ
を
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

の
段
階
で
“
仲
た
が
い
”
さ
せ

る
の
で
す
。
　
　
　
　
　
㎜

　
燃
え
る
も
の
を
取
り
除
く
剛

〔
除
去
消
火
V
ー
例
と
し
て

は
、
ガ
ス
火
災
の
と
き
な
ど
．
花

せ
ん
を
閉
め
て
、
〃
火
．
兀
’
を
断
。

っ
た
り
、
山
火
事
の
と
き
周
囲
－

の
木
を
切
っ
て
延
焼
を
防
ぐ
場
…

合
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
空
気
へ
酸
素
）
を
断
つ
へ
窒
，

息
消
火
）
　
　
天
ぷ
ら
を
あ
げ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

て
い
て
蹴
話
が
か
か
り
、
う
り
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か
り
長
話
に
な
っ
て
．
戻
っ
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
る
と
、
な
べ
に
火
が
は
い

　
　
っ
て
い
る
ー
こ
ん
な
呼
と
・

　
　
っ
さ
に
、
な
べ
に
ブ
タ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

消火の基本

　
　
　
　
　
　
ふ
だ
ん
家
庭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
火
を
つ

．
け
た
り
汗
し
た
り
し
て
い
ま
す
，

．
こ
の
よ
う
な
“
点
火
”
と
〃
消

火
”
の
し
く
み
は
別
の
．
．
・
n
い
か

…
た
を
す
れ
ば
、
燃
え
る
．
．
．
要
素

．
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、
　
〃
仲
た

が
い
’
さ
せ
た
り
し
て
い
る
こ

．
と
に
な
る
の
で
す
。
消
火
の
コ

・
ツ
も
、
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
消
火
の
方
法
は
、
こ
の
燃
え

る
．
．
．
．
要
素
に
児
へ
日
っ
た
．
．
．
つ
の

．
形
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

火
）ま

4
ン
と
く
る
ほ
ど
水
は
冷
却
消
火

の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。
ま
た
、
．

天
ぷ
ら
な
べ
に
火
が
は
い
っ
た
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如

時
な
ど
、
r
近
に
あ
る
野
菜
を

人
れ
る
も
冷
却
消
火
の
．
つ
の
醐

方
法
で
す
。
ま
た
、
火
災
発
生
・

原
因
の
“
常
習
犯
”
で
あ
る
、
　
・

た
ば
こ
の
「
投
げ
捨
て
」
　
「
歩

行
中
の
喫
煙
」
　
「
寝
た
ば
こ
」

は
、
絶
対
し
な
い
よ
う
に
心
が
　
「

け
ま
し
ょ
う
。

　
す
る
と
酸
素
が
断
た
れ
、

　
火
は
消
え
ま
す
。
　
　
　
　
・

　
ま
た
、
倒
れ
た
石
油
ス
ト

　
ー
ブ
が
燃
え
だ
し
た
と
き
・

　
は
、
シ
ー
ツ
な
ど
を
水
に

　
ぬ
ら
し
て
か
ぶ
せ
る
と
消
，

　
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
消
火
方
法
が
、
噌

　
窒
息
消
火
で
す
。

熱
を
ド
げ
て
消
す
へ
冷
却
消
　
．

　
　
火
喉
と
聞
い
た
ら
、

．
㎝
　
「
水
！
」
と
反
射
的
に
ビ
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…
　
財
政
事
情
の
公
炎
を
「
広
撮
ひ
ゆ
う
が
」
に
掲
載
し
は
じ
㎜

…
め
て
今
同
が
．
互
回
目
。
目
的
や
内
容
に
つ
い
て
も
か
な
り
わ
…

…
か
っ
て
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
．
こ
ん
ど
の
公
炎
は
、
昭
和
…

…
．
鉦
ト
一
．
．
年
度
決
算
、
昭
和
．
互
卜
四
年
度
ヒ
半
期
（
四
月
～
九
…
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月
）
の
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へ
！
1
1
号
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κ
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年
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κ
1
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ロ
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約
束
し
ま
し
た
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市
債
」
の
状
況
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
ご
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紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

…
　
私
た
ち
の
ま
ち
の
“
台
所
”
は
、
豊
か
な
の
か
、
貧
し
い
｛

…
の
か
、
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
し
上
う
。
　
　
　
　
　
　
　
…
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幅
に
増
や
し
、
国
内
．
需
要
を
拡
大

市
は
、
国
の
こ
れ
ら
の
施
策
に
基
づ

い
て
市
民
各
層
か
ら
要
望
の
あ
っ
た

諸
喉
裳
を
実
施
し
た
た
め
、
．
圧
－
．
一
、
．

年
度
決
算
は
前
年
度
と
比
較
し
て
大

型
央
彊
と
な
り
ま
し
た
．
さ
ら
に
、

．
般
会
計
、
特
別
会
計
と
も
赤
字
を

蓑
ぬ
が
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を

申
し
添
え
て
お
き
ま
す

　
昭
和
五
．
レ
．
．
パ
中
h
肱
の
．
般
ヘ
ム
詩
は

喪
1
の
決
算
表
で
お
わ
か
り
の
よ
う

に
、
L
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六
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・
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円
の

黒
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．
r
と
な
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て
い
ま
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決
算
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．
κ
卜
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．
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比
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と
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日
」
ハ
L
i
，
八
．
し
り

し
　
　
　
　
　
．
「
　
　
　
　
　
　
　
　
f

一
．
．
「
円
〔
．
．
レ
六
・
四
新
）
、
幾
出

5
ト
ん
意
悶
「
．
．
百
ヒ
ト
尾
．
乃
川
「

　
　
　
　
r
I
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

円
【
．
．
二
六
・
．
．
響
｝
も
増
卯
し
た

二
と
に
な
り
ま
す
、

　
．
｝
の
よ
う
に
、
市
の
財
「
政
が
岸
野
々

た
型
化
し
た
の
は
、
景
気
浮
揚
を
は

か
る
た
め
、
公
典
事
裳
に
レ
ク
額
の
，
r

算
を
投
・
べ
し
た
こ
と
に
k
る
も
の
で

旨
ザ
．

　
ま
．
い
ザ
、
瑠
成
左
に
つ
い
‘
で
す
が
、

．
般
会
詮
歳
尺
総
額
圧
卜
四
億
．
．
「

．
．
百
四
1
．
．
圧
．
々
へ
・
レ
円
の
内
沢
は
、

授
2
の
k
）
に
前
年
度
に
比
較
「
．
で

川
庫
ヒ
出
翁
、
市
債
、
市
税
、
塘
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

変
付
税
の
順
に
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
だ
け
で
総
額
の
九
卜
響
を

L
口
め
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
義
入
翁
の
中

に
は
、
市
が
自
L
的
に
収
入
す
る
も

の
〔
自
・
E
財
源
と
い
う
。
）
と
し
て

市
税
、
分
担
金
お
よ
び
負
担
翁
、
使

川
料
お
よ
び
F
数
料
、
財
産
収
入
、

寄
付
金
、
繰
越
金
、
諸
収
人
が
あ
り
、

こ
の
額
は
．
．
卜
κ
億
．
で
r
四
卜
．
乃
ヒ

r
円
で
、
．
κ
卜
．
．
年
度
の
．
．
レ
．
κ
億

．
．
．
白
八
卜
－
．
．
．
〃
．
「
・
円
に
比
べ
て
、

四
億
ヒ
百
．
互
卜
八
．
〃
六
「
円
〔
卜
六

・
．
．
．
響
一
曲
面
し
て
い
る
の
に
対
し

地
方
譲
与
撹
、
再
演
車
取
得
税
変
付

翁
、
地
〃
交
付
視
、
委
通
安
な
」
対
策

特
別
市
什
U
金
、
国
庸
～
日
出
ヘ
ゼ
、
匝
小
芝

山
川
翁
、
」
巾
債
な
ビ
の
嘔
戚
入
翁
は
、
市

が
自
㌧
卜
的
に
収
入
す
る
も
の
で
な
く

国
や
県
の
意
向
に
生
熟
さ
れ
た
り
、

ま
た
借
人
翁
と
し
で
収
人
さ
れ
る
も

の
「
依
存
u
財
源
と
い
う
、
）
で
、
こ

の
額
は
六
」
「
．
κ
倍
旧
．
F
－
．
だ
目
．
κ
．
〃
、

「
円
で
、
総
額
の
六
日
尾
・
．
響
に

な
り
、
さ
ら
に
．
亀
卜
．
．
年
変
に
比
鮫

す
る
レ
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こ
の
．
一
と
は
、
市
の
財
攻
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ま

だ
ま
だ
－
旧
旨
い
レ
．
・
い
う
こ
レ
」
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．
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目
、
　
一
「
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」
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．
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円
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財
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一
仙
ケ
崎
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八
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園
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汐
旧
橋
か
け
替
え
．
L
事
な
ど
と
な
っ

て
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ま
す
．
．

　
ま
た
、
教
育
費
の
中
の
お
も
な
も

の
は
日
知
屋
小
呂
．
r
校
改
築
事
裳
、
財

光
午
南
小
学
校
新
設
事
業
、
H
知
屋

東
小
学
校
、
た
、
E
谷
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学
校
の
増
築

喉
鞭
ぺ
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日
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屋
い
果
小
プ
：
ル
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設
事

業
な
F
辱
為
＼
㌃
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み
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概
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性
質
別
歳
出

公
共
事
業
が
大
型
化

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
目
的
別
歳

出
の
．
区
分
の
方
法
の
ほ
か
、
表
4
に

小
す
よ
う
な
性
質
別
に
比
較
ζ
る
力

法
も
あ
り
ま
ポ
。
こ
の
人
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
大
き
く
分
け
ζ
義
務
的

経
費
、
投
資
的
終
費
、
そ
の
他
の
行

政
費
の
　
つ
に
区
分
で
き
ま
す
か
、

お
お
ま
か
に
い
♪
て
投
資
的
経
費
、

な
か
で
も
普
通
建
設
事
業
費
は
巾
民

の
硅
活
環
境
整
備
、
教
ム
ー
ー
施
設
の
充

．
人
な
と
に
出
資
し
た
も
の
た
け
に
、

財
政
i
は
多
い
ほ
と
好
ま
し
い
経
費

ζ
・
ザ
。
反
面
、
義
務
的
経
費
は
少
な

け
れ
ば
少
な
い
ほ
と
、
財
政
一
の
弾

力
件
か
あ
る
こ
と
に
な
り
ま
ψ
。

　
そ
の
他
の
行
政
費
は
、
少
な
け
れ

ば
よ
い
も
の
と
多
け
れ
ば
よ
い
も
の

と
二
歩
り
ま
う
、

　
義
務
的
腎
費
は
ム
ー
　
向
度
に
比

へ
て
六
億
八
百
一
左
万
　
下
円
、
卜

六
・
し
h
の
増
と
な
っ
て
い
ま
ヶ

か
、
お
も
な
も
の
は
、
扶
助
費
．
億

九
五
1
－
ハ
L
「
」
か
．
亡
「
円
、
公
債
費
へ
継
旧

人
令
の
返
済
金
）
　
億
ん
r
r
二
九
卜
・

し
乃
四
回
目
ぐ
、
公
債
費
の
う
ち

三
四
ト
九
i
四
川
四
下
円
は
、
令
刊

の
高
い
も
の
に
つ
い
（
期
限
到
未
見

に
返
済
、
つ
ま
り
繰
り
一
け
償
還
し

た
も
の
か
へ
凸
ま
れ
ぐ
い
ま
ζ
。
義
務

的
経
費
か
総
額
に
占
め
ろ
詞
へ
口
は
、

四
i
．
1
一
・
六
：
、
九
卜
．
窺
乏
よ
り

も
し
識
少
し
て
い
ま
3
1
『

　
投
資
的
経
費
は
、
九
一
．
年
度

．
　
又
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
ー

ー
ノ
。
　
旨
力
ら
　
セ
ト
ー
目
出
し
几
i

・
　
」
に
な
り
、
瓦
億
　
r
　
白
八

卜
乃
－
一
下
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

一
。
増
加
し
た
原
囚
は
、
前
述
の
よ

）
に
景
気
’
，
仔
揚
の
た
め
の
公
佳
ハ
事
業

か
人
刑
－
化
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
て

す
．

　
そ
の
他
の
行
政
費
は
、
ハ
ト
　
年

度
に
比
較
し
（
一
億
八
一
　
乃
h
τ

円
の
増
で
、
な
か
で
も
積
㍍
金
か
．

億
九
白
四
一
四
乃
　
下
円
堺
加
し
て

い
る
の
は
、
－
又
化
会
館
建
設
資
金
と

し
て
八
f
八
白
九
ー
ハ
乃
　
τ
円
の

積
み
ヶ
て
を
’
臼
）
た
ほ
か
、
こ
ん
こ

の
突
発
的
な
財
政
ゐ
要
に
備
え
、
財

政
調
整
．
資
金
と
し
て
．
億
　
f
L
白

六
1
．
力
し
τ
円
の
積
み
顧
て
を
し

た
た
め
て
4
1
，

法
人
税
に
伸
び

間
接
税
は
横
ば
い

　
巾
税
総
額
　
一
　
億
九
r
白
井
．
〃

　
τ
円
を
税
目
こ
と
に
h
卜
．
．
年
度

と
比
較
し
た
も
の
か
表
3
で
す
。

　
こ
の
人
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、

乱
民
税
と
固
走
資
κ
税
の
．
つ
で
巾

税
総
額
の
八
i
人
善
玉
と
な
っ
て
お

り
、
前
二
度
と
比
較
し
て
み
て
も
市

民
税
の
伸
ひ
そ
が
曲
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
4
1
。
三
民
税
の
う
ち
個
人
分
と
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し
て
納
付
さ
れ
た
額
は
六
億
．
丁
四

百
卜
乃
　
F
円
（
前
年
隻
互
音
　
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
f

し
白
亜
乃
．
f
円
、
伸
ひ
率
　
卜
．

．
六
ヒ
し
、
法
人
分
と
し
て
納
付
さ

れ
た
額
か
　
億
κ
下
四
白
測
距
．
．
力

左
f
「
円
（
前
彗
度
．
億
九
千
四
百
．

卜
」
万
　
r
円
、
伸
ひ
率
　
1
。
・
九

市
議
会
議
長

日

市
体
育
協
会
長

高
達
吉
氏
逝
く

　
夢
響

舜　　
衛

こ初　
」’

ﾄノし（「商　　 （’永f｝

び）’［111召；よ　、向宋．へ1｝i日し日月ム（ll

間選昂れ・11　基ll』　蘭た死の向
綬｝⊥）　ま門月農・j・ll。義（）ムillb

務永1しr白に業」巾長　 さ1埼。義

x連八たな同人校内は　れ達会
f「続fi　〔l　lil人∫’本’　ま占議

委1i’　林1’へ旧明人　し氏長
員期市　経を巡制にli　たか’
長務議　菖卒み延41　。1市
’め会　 に業、「呵ま　　　’［　f・卜．

怒ら1義　っll昭中れη　 ｝月台
済れ員　 いる和を　’　　ノ、八1脇
1弘　’に　 てまlfチ1・1㍉月　 歳1日会

仔
委
員
長
、
巾
濫
費
委
員
、
そ
し
て

曜
利
ム
ー
向
ハ
月
力
ら
と
ん
i
几
向

三
月
か
ら
の
第
i
　
代
、
ー
ハ
代
議

長
な
と
の
要
職
に
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
活
動
と
と
も
に
ス
ホ

ー
ノ
の
振
興
に
も
晴
執
’
を
そ
そ
き
、

昭
和
四
卜
．
向
四
月
か
ら
巾
体
台
協

会
長
、
κ
i
　
向
ん
月
か
ら
県
体
育

協
会
副
会
長
を
務
め
、
巾
の
ス
ホ
ー

ノ
振
興
は
も
と
よ
り
、
第
　
卜
四
同

国
民
体
育
人
会
の
成
功
に
む
け
ぐ
、

東
奔
西
走
さ
れ
た
の
て
ζ
。

　
こ
の
ほ
か
、
巾
村
ヘ
ム
教
育
委
員
、

巾
都
田
一
山
番
議
ヘ
ム
会
長
、
県
港
湾

審
議
会
委
員
、
日
向
・
東
郷
衛
彗
施

設
組
合
議
会
議
長
、
巾
P
T
A
連
絡

協
議
ヘ
ム
ヘ
ム
長
、
南
・
森
林
組
八
ロ
副
理
事

長
、
巾
一
地
開
発
公
村
副
理
事
長
な

と
、
地
乃
白
冶
そ
し
て
文
化
・
体
育

な
と
の
分
野
ぐ
数
多
く
の
活
躍
を
さ

れ
ま
し
た
、

　
日
尚
議
長
の
こ
れ
ら
の
功
績
に
対

し
て
、
昭
和
　
－
九
二
に
県
緑
化
推

進
委
員
ヘ
ム
会
長
か
ら
、
永
ん
『
の
林
業

に
よ
り
緑
化
に
功
ん
が
あ
♪
た
と
し

て
の
人
彰
、
昭
和
四
卜
八
毎
ス
ホ
ー

ノ
功
．
〃
者
と
し
て
、
・
呂
崎
県
体
育
協

会
会
長
人
彰
、
昭
和
四
卜
九
向
山
ヘ
ム

教
ム
ー
ー
功
が
者
と
し
て
、
宮
崎
県
教
育

委
員
会
委
員
長
表
彰
、
そ
し
て
昭
和

四
一
八
向
と
九
一
　
4
1
に
は
、
永
年

呑
職
市
義
会
護
6
1
と
し
て
全
q
市
護

会
議
長
会
会
長
表
彰
な
と
か
お
く
ら

れ
（
い
ま
す
。

　
目
向
巾
議
会
議
長
・
故
日
日
達
吉

氏
の
合
同
葬
〔
日
向
市
議
会
と
日
高

氷
）
は
、
i
一
月
一
日
－
後
一
時
か

ら
市
内
中
岡
の
1
1
念
芋
に
約
几
．
肖
五

一
人
の
人
ひ
と
か
出
席
し
て
し
め
や

か
に
ノ
臼
わ
れ
ま
し
た
。

　
菊
の
花
で
飾
ら
れ
た
1
1
素
引
の
本

牽
に
こ
遺
体
が
攻
置
さ
れ
、
．
軋
怒
に

続
い
て
葬
儀
委
員
長
・
．
．
樹
光
男
市

議
会
副
議
長
が
「
こ
の
た
ひ
の
突
如

の
こ
逝
去
は
、
私
と
も
護
員
　
同
、

た
だ
ほ
う
鍛
と
ナ
る
は
か
り
、
い
ま

た
柘
し
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
、
限
り

な
い
悲
し
み
涌
恨
の
き
わ
み
で
こ
さ

い
ま
す
…
：
私
と
も
は
、
あ
な
た
の

こ
人
格
を
慕
い
、
弓
勢
の
市
政
の
一

に
い
た
さ
れ
た
偉
人
な
こ
功
績
と
、

こ
指
草
を
心
に
深
く
刻
み
、
微
力
を

八
、
し
巾
政
の
た
め
粘
嘱
す
る
覚
陪
て

こ
さ
い
ま
ζ
：
　
し
と
弔
文
を
塾
乱
み

一
け
た
あ
と
、
甲
斐
市
長
、
岩
切
県

体
育
協
会
長
、
友
人
代
表
の
日
高
栄

氏
な
と
か
弔
辞
を
述
べ
、
故
人
の
め

い
福
を
祈
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
故
人
最
後
の
議
会
と
な
っ

た
八
月
．
ー
ヒ
H
（
九
月
走
例
議
会

初
日
）
の
、
議
長
席
か
ら
の
声
か
録

音
て
流
さ
れ
る
と
、
参
列
者
の
中
か

ら
ポ
ヶ
り
泣
き
の
声
が
聞
こ
え
、
あ

ら
た
め
て
4
前
の
目
高
議
長
の
こ
遺

徳
を
し
の
ひ
ま
し
た
。

　
　
ご
会
葬
お
礼

　
霊
峰
巾
議
会
議
長
・
故
目
高
止
吉

殿
の
合
同
葬
に
際
し
ま
し
て
は
、
こ

一
f
甲
な
る
ご
弔
辞
、
こ
香
料
を
賜
わ

り
、
こ
多
川
中
に
も
か
か
わ
り
ま
せ

ψ
こ
会
葬
い
た
た
き
あ
り
が
と
う
こ

さ
い
ま
し
た
。

　
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
4
1
。

　
葬
議
委
員
長

　
　
日
向
巾
議
会
副
面
長
　
樹
光
男

セ
’
H
）
で
、
法
人
分
の
伸
ひ
か
よ
く
な

フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ

’
て
い
る
こ
と
を
づ
し
て
い
ま
中
。

　
ま
た
、
間
接
税
で
あ
る
た
は
こ
消

費
税
、
電
気
税
も
年
々
増
加
を
し
て

い
ま
し
た
か
、
κ
一
　
角
度
に
つ
い

て
は
横
は
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　
つ
ぎ
に
、
＾
卜
　
　
年
度
・
二
一
悦
の
終

頷
を
、
一
月
．
口
重
為
の
田
帯
数
、

人
口
で
胡
っ
て
平
均
ヶ
る
と
、
　
田

帯
当
た
り
ト
四
．
〃
．
．
f
六
白
ヒ
i
。

円
（
前
臼
曳
よ
り
．
か
ハ
f
L
白
九

円
の
増
）
、
市
民
　
八
当
た
り
四
わ

　
r
互
白
円
〔
前
臼
度
よ
り
四
ト
ー
－

白
卜
．
円
の
増
）
を
納
付
し
た
こ
と

に
な
り
ま
4
1
。

　
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
甲
純
な
Ψ
均

で
ポ
か
ら
人
際
の
負
担
額
ぐ
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
い
ち
お
）
参
κ
と
し
て

胡
算
し
て
み
ま
し
た
。

市
債
総
額
が
6
1
億
円

財
政
運
営
に
影
響
大

　
そ
れ
で
は
、
市
債
の
状
況
に
つ
い
　
　
歳
入
で
、
巾
債
か
毎
臼
人
き
な
ウ

て
こ
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
、
み

r円 θθ）事業別内訳の状況　川・
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な
さ
ん
こ
承
知
の
と
お
り
で
歩
が
、

市
債
と
は
借
金
の
こ
と
で
あ
り
、
こ

の
借
金
を
返
済
ポ
る
の
か
歳
出
の
公

責
凪
ぐ
ξ
，

f
，
　
　
r

　
こ
こ
数
向
、
こ
の
借
金
は
毎
年
卜

億
円
以
一
の
借
り
表
れ
を
し
て
い
ま

一
の
て
、
こ
ん
こ
は
、
そ
の
返
済
か

財
政
に
人
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と

に
な
る
の
で
は
一
と
巴
わ
れ
ま
ポ
。

借
金
と
い
っ
て
も
、
巾
の
財
政
か
赤

ー
ゴ
に
な
る
の
で
借
り
入
れ
を
ξ
る
と

い
）
も
の
て
は
な
く
、
あ
ろ
　
走
の

目
的
か
な
け
れ
は
借
金
ポ
る
こ
と
は

（
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
小
し
た
も
の

か
図
1
で
す
。
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一 円
増
加
し
ま
し
た
か
、
な
か
で
も
道

路
、
橋
、
公
園
、
i
地
区
画
整
理
事

業
な
と
の
事
業
費
の
た
め
に
隠
り
人

れ
し
た
も
の
か
最
も
多
く
な
）
て
お

り
、
つ
い
て
小
中
．
ゴ
校
の
整
備
事
業

と
な
っ
て
い
ま
毒
。
歳
人
不
足
対
策

は
こ
こ
、
　
、
　
向
小
判
対
策
と
し

て
公
1
ー
ハ
事
業
を
招
回
し
ま
し
た
か
、

こ
れ
ら
事
業
費
に
あ
て
ら
れ
た
巾
債

利率別内訳の状況図3
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の
返
済
金
の
一
部
を
、
国
か
補
て
ん

を
し
ょ
う
と
い
う
も
の
て
3
1
，

　
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
借
金
を
と

こ
か
ら
借
り
人
れ
た
か
を
人
わ
し
た

も
の
か
図
2
て
オ
。
人
部
分
か
政
府

資
金
を
借
り
入
れ
て
い
ま
す
か
、
巾

中
払
ノ
臼
か
ら
の
も
の
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
て
4
か
ら
、
巾
民
の
み
な

き
ん
か
積
ま
れ
た
郵
下
馬
金
、
銀
’
臼

65％以下
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康盲γ

75％以下
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　U8射

一

輔｛一」
　　　、㍉
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　　鯵旧る

　　幣2
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四
人
に
叙
勲

　　

@　

J
章
は

ヂ
黛

　
　
　
　
　
　
　
鵜

　
即

0
％
以
下

ア

　
（鹸～齢

人
預
金
な
と
が
、
市
の
行
う
各
種
事
業

の
唯
業
費
に
借
り
人
れ
さ
れ
る
．
」
と

に
な
り
‘
い
ま
5
，
昌
金
（
4
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
f

当
鉄
の
よ
）
に
刊
r
を
つ
け
な
け
れ

は
な
り
ま
サ
ん
か
、
金
円
別
（
は
、

図
う
の
女
）
に
臼
刊
ー
ハ
・
h
卜
U
ト

か
全
体
の
六
1
　
・
　
－
へ
　
ト
八

億
八
下
書
白
し
一
L
乃
　
r
円
）
、

｝

r喀　ダ帽

　鳥響

岩

　
卜
　
月
．
．
．
日
の
〃
秋
の
叙
勲
”
に

巾
内
か
ら
堅
、
本
倉
占
さ
ん
（
7
2
歳
）
、

河
野
新
さ
ん
（
7
2
歳
）
、
西
田
滉
き

ん
へ
7
2
歳
〉
、
指
田
繁
耀
さ
ん
薦

歳
〉
か
選
は
れ
ま
し
た
。

　
Ψ
木
さ
ん
は
細
島
の
出
身
ぐ
、

i
九
雪
間
に
わ
た
，
て
県
内
の
．
一
枝

教
育
に
功
績
を
残
し
た
　
　
と
い
）

教
育
功
〃
ζ
、
動
、
ム
篤
双
光
旭
日
苧

を
受
悟
さ
れ
ま
し
た
、

　
河
野
さ
ん
は
循
曲
の
川
身
ぐ
、

一
九
’
弓
間
に
わ
た
，
‘
一
板
教
育
に

た
一
さ
わ
り
砧
致
を
鰍
や
し
ご
き
た

　
　
と
い
）
教
育
功
．
〃
ぐ
、
動
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篤
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・
1
亭
を
、
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ワ
さ
れ
ま
し
た
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璽
妻
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1
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毒
一

噸

　
西
田
さ
ん
は
日
知
屋
の
出
身
で
、

こ
と
し
κ
月
ま
て
の
通
算
　
期
一

向
闇
、
巾
議
会
譲
員
と
し
ぐ
活
躍
。

地
力
自
冶
に
功
力
し
た
と
い
）
こ
と

で
動
、
・
ハ
竹
単
光
旭
日
亭
を
之
亭
さ
れ

ま
し
た
。

　
増
田
さ
ん
は
財
光
ヶ
の
川
身
て
、

こ
と
し
ー
ー
月
ま
て
の
　
期
i
　
向
間

引
議
ヘ
ム
議
員
と
し
ご
活
躍
さ
れ
、
地

力
自
註
に
功
万
し
た
と
い
）
こ
と
で

動
、
ー
ハ
篤
頃
光
旭
1
1
亭
を
．
5
｝
さ
れ
ま

し
た
，

　
ま
た
、
各
界
の
功
〃
占
に
対
し
（

贈
ら
れ
る
堤
苧
ぐ
、
巾
内
訓
光
畳
」
の

赤
木
叉
呂
き
ん
「
”
歳
　
か
、
水
ん
『

脚

‘嵐』

ド1｝

ゆ鴨ψ｝》～

に
わ
た
っ
て
養
鶏
業
に
た
‘
さ
わ

り
、
一
く
れ
た
ヒ
ナ
の
ム
ー
－
成
に
尽
力

し
た
と
い
）
功
績
て
黄
綬
褒
苧
を
う
丈

苧
さ
れ
ま
し
た
・
　
　
　
》

赤
木
え
は
、
昭
和
・
弥
・
・
脚

の
道
に
人
り
、
四
一
L
ム
『
た
，
た
い
》

ま
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ヒ
ラ
を
育
て
る
現
役
。
　
　
　
》

勘
繍
騰
籍
漏
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＊
　
＊
　
轡

凝
望
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熱
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篭
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毒
毒
遷
篭
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冠
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し
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ド
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・
人
　
　
へ
九
ト

九
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六
－
四
〃
円
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刊
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・
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ト
か
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八
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九
ー
ヘ
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倍
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白
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〃
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卜
円
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刊
八

－
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／
ト
か
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瓦
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し
わ
六
「
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向
刊
八
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瓦
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円
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か
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・
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・
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．
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侶
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入
れ
さ
れ
（
お
り
、
過
一

数
は
ー
ハ
・
ん
　
木
莇
と
な
，
て
い
ま
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川
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斉
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と
し
入
れ
た
右
油
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の
傷
あ
と
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復
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く
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ま
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。
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が
き
」
は
、
市
役
所
受
付
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。
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．
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勢
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し
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案
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と
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さ
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．
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．
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－
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と
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六
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な
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ま
て
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ま
し
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。

　
　
と
こ
ろ
て
、
臼
令
は
六
一
＾
歳
P

　
前
て
も
も
ら
え
る
と
い
）
こ
と
を
坦

　
き
ま
し
た
か
、
八
ノ
か
ら
も
ら
）
の
と

　
人
一
ん
歳
に
な
つ
（
か
ら
も
ら
）
の

　
と
と
）
違
う
の
て
し
一
）
か
．

　
　
【
答
】

　
　
川
民
ノ
弓
金
の
老
齢
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齢
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。
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一
け
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求
と
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ま
4
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繰
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一
け
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求
を
し
た
場
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日
、
臼
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求
し
ぐ
つ
く
け
る
向
金
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額
か
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”
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額
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れ
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額
に

　
な
り
キ
一
‘
、

　
減
額
き
れ
る
訓
合
は
、
繰
り
一
け
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目
U
降
の
中
－
技
卒
業
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川
の

旧
告
甲
　
人
に
つ
き
、
巾
子
税
の
軌
二

二
り
課
税
占
に
つ
い
ぐ
は
従
木
と
お

り
ん
下
下
，
羽
課
税
占
に
つ
い
て
は
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三
白
円
引
き
一
け
ら
れ
六
丁
ム
白
円

か
乏
袷
さ
れ
ま
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こ
の
制
峻
は
、
一
八
歳
禾
両
の
児

単
を
　
八
養
）
て
い
（
、
そ
の
）
ち

の
　
人
P
一
か
中
－
校
￥
業
ま
ぐ
の

児
単
て
あ
る
こ
と
呑
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臼
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、
　
、
人

目
U
降
の
児
弟
に
乏
孟
さ
れ
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毒
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し
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⊆
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繰
り
一
け
請
求
に
よ
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減
額
さ
れ
た
向
金
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に
わ
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て
滅
額
さ
れ
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六
i
九
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も
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な
，
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、
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額
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ま
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ま
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頷
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刃
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け
ら
れ
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も
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し
罰
ヘ
ロ
て

滅
額
さ
れ
ま
ζ
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て
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繰
り
一
け
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求
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む
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き
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ゅ
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。
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．
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／
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伸
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．
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＾
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を

も
ら
♪
（
帆
走
請
求
1
1
目
と
い
♪
し
一

に
福
初
事
務
所
へ
提
出
し
ぐ
く
た
さ

い
。
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．
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・
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参一
り目客

申
し

込

み

1、ド

想

く

市しし、

漏　f凸

午▼川▽
1ず”二五】1；1

ひ考へ偏
’ll枚枚

允成しし、工／数才
ノ
、

し

芒

‘

へ捺内
氏f／

典品
当、り

日中
一セ’

　　ら

編

1

四
白

∫

rノ

め
ノ）

馬1

右
，

　ノ

ノ

の
，＼

　）

「

し、

声
，

レり

し

ノ

ヒ

ノ
、

川

は

4

し

／

レ

あ　ラ

覧
、

考

ハ

／

り
レりllぎ

内L
合オ
1　り

ヘヒ
ノ〉し

参ぐ
切i’

に　レ
っ　7
い1’

5地
　’ノノ

臼自
りブ，台

かや
f伸1

験政

合か1に
唱のる　，な
しLヒ　ノと
芒）　’ヒt」

しに未りク
オ＿　窪見　fl　　　　∫レ

　各のノ1
　席円uノ
　↑会
　昌午　ノ
　　　£ノ

　　一－1吹臥
　（る　　量

臼け1”1責h　民

　か　〆ll合’
　い白川「唱レ

　　　ケの日つ
　　　　　更ll・1め会川1

か1」ムし混か場のi
、D哀かい，1・け1

r戸唱ひ

1　ベカ・r菱i下し

1）りれ　　の‘
ノ才芸ll≠

λ衆しかい回
’か≠ら”日

　　　　1十1か牟
　　　　　　　㍉月l

　　　　　　　　x
I　　　クド　オ
合’は1雪月，，

　　　　’会i巾

噸
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耀努等

繊饗
白ばらクイズ　　㈲

　
▽
石
の
　
に
は
と
ん
な
文
一
か
あ

（
は
ま
り
仁
一
か
～
　
答
え
を
は
か

㌣
：
1
1
目
い
（
、
本
用
一
番
1
1
口
り
、
・
D

遊
争
値
理
委
員
ヘ
ム
あ
て
一
　
月
一
1
ー

ヒ
‘
に
お
漕
し
く
た
さ
い
、

　
d
鹿
占
多
数
の
と
｛
は
、
抽
選
（

し禎　「2〕rl、

松II，奈

菓イ・須

仲リ節
fl人

1謡姑
lll｝紡：

滞

るつ投C
い票投書
（に一票＿
日関」ト・）問

轍豊
fノミき’酋払と

一の理学
棉rl汝1サ1

をへhに
イ1ぐしお
1に　’い

　
人
の
か
た
に
記
含
精
を
さ
し
あ
け

ま
ξ
，
な
お
、
は
か
き
に
は
〔
H
噛
、

氏
名
、
向
齢
、
屯
話
番
口
り
を
は
、
き

り
記
入
し
て
く
た
さ
い
。

　
先
月
口
り
は
「
補
」
　
「
見
」
　
「
歴
」

か
d
解
て
、
応
募
i
通
、
d
解
八
通

て
し
た
の
て
、
つ
き
の
か
た
に
記
念

品
を
さ
し
あ
け
表
す

　　は　糺（’しきに入加齢にノ、　表らにをそ　た4措
、D◎’敗を’いま該し人flは1ま1経移しの農はる置い
国当つ済を該　♪弓当ぐlll令’歳た［〕凸。｝蓬た人業匿IIのかま

、
経
昌
移
譲
し
な
く
ぐ
も
、

ま
（
曲
辰
W
入
を
　
杭
け
ぐ
い
た
人

八
卜
1
1
歳
か
ら
は
農
業
レ
白
老

か
芝
給
さ
れ
ま
一
、
現
為
、

川
を
の
か
し
た
た
め
に
、
川

い
な
い
入
（
↓
b
　
止
の
山
女
q

一
れ
は
川
人
一
る
．
一
と
か
（

　
な
お
、
．
〕
の
招
眉
は
．
〕
と

は
い
ぐ
起
ち
切
ら
れ
仁
一
の

当
さ
れ
る
か
た
は
目
i
め
に
f

し
（
く
た
さ
い

対
象
と
な
る
卯
入
資
格
要
∩

き
の
と
お
り
ご
‘

鉄
加
入
の
場
合

民
q
令
の
被
保
険
占
（
あ
る

◎保険判（拝1転び）各r1

1、当鉄加入の場合
1（）fl　1　日一51でi　6月一　1　月i＿7ブ帳　～，600111

52fllO月一一52fi12月　　　　　　　ク　　　　　2，450111

5～で1　1月一5～fl　12月　　　　　〃　　　　2，8701り

54fl　1　月　一54｛i12月　　　　　　〃　　　　　～，290111

2、f妾イ1よ占加1呼び）」’易合・

基♂ll日の属弓る月～申し川の前月

　　　　　　　1月に一ノき　㍉（）00ill
IPしlll11び）月一54fl　1211　　　〃　　　，う，290111

◎年金額／年額）

加
入
し
て
ま
す
か

農
業
者
年
金

い
ま
、
農
業
者
向
金
の
加
人
枚
済

自
か
と
ら
れ
て
い
ま
ζ
か
、
汐
当

る
の
に
ま
た
加
人
し
（
い
な
い
か

は
早
目
に
加
入
し
ま
し
L
）
。

炭
業
者
向
金
に
加
入
し
ま
4
と
、

の
人
か
，
田
齢
に
な
，
C
経
呂
移
譲

し
た
場
合
、
－
ハ
ー
歳
7
ハ
i
歳
後

移
蓑
し
た
と
き
は
そ
の
と
キ
こ
か

鈴
，
口
移
譲
向
令
か
終
身
乏
給
さ
れ

d
八
角
し
月
　
日
か
ら
昭
和

　
月
　
目
ま
て
の
問
に
琶
ま

継
占
の
捨
て
、
引
き
続
き

耕
伯
、
ま
た
は
食
畜
の
”
事

い
る
人
。

おし’らせ

おしらせ

昇

をflれ1　　こ　　 きσ）い（「　あ・」・　‘かノしとPし　 こ

しUたノr・2）とm◎ま1要るい〔のるf／（3）‘†lfi炊1（（2）と
て「後fi人［ll11後δf／人（／リ白地三井　f列ノiたび）’資。
　　　　　民継〔｝を（’lllL・II）11

　　　　　　　　σ碕もそに｝なしfi占

金加
の入
被の
保上易

険合
占
て

あ

る

農
業
者
引
金
に
加
入
し

の
後
資
格
を
な
く
し
て

、
現
ゐ
、
前
述
の
　
つ

た
し
（
い
れ
は
刎
入
て

嬬
梶

格
を
満
た
し
た
月
か
ら
一
算

六
i
殺
に
な
る
ま
て
　
ト
向

被
保
険
者
川
間
か
あ
る
こ

た
し
、
人
d
h
臼
か
ら
昭
和

ま
れ
の
人
に
は
、
そ
の
期
間

に
よ
り
”
，
循
さ
れ
（
い
ま

　
　
　
り
系

　
④
牡
∵
止
農
業
者
ヘ
ム
ー
ズ
ー
ル
U

一
の
農
地
な
と
を
耕
伯
し
、
後
継
占

の
い
る
朴
呂
i
＞
か
死
亡
し
て
い
る

場
合
は
、
後
継
者
の
耕
竹
し
て
い
る

農
地
な
と
が
　
走
の
要
旨
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
。

　
加
人
期
限
は
、
こ
と
し
の
ト
　
月

　
一
．
日
ま
で
。
こ
の
1
1
ま
て
に
加

人
f
紅
き
を
し
て
、
走
め
ら
れ
た
保

険
料
へ
掛
金
）
を
納
め
て
く
た
さ
い
。

　
r
縦
き
は
、
印
鑑
拮
参
の
）
え
、

お
近
く
の
農
協
髪
店
へ
と
う
そ
。

　
昭
和
四
一
九
向
に
制
止
さ
れ
た

「
日
向
巾
民
の
環
境
と
民
鉄
を
芸
も

る
条
例
」
の
な
か
ぐ
は
空
地
を
助
有

し
、
占
有
し
、
ま
た
は
質
理
4
る
人

に
対
し
て
、
辺
隣
臼
民
の
4
活
環
境

を
店
さ
な
い
よ
）
適
d
に
管
理
一
る

よ
）
に
　
　
と
、
そ
の
義
務
が
－
止
め

（
あ
り
ま
4
，

　
と
こ
ろ
ぐ
、
最
近
巾
内
の
あ
ち
．
）

ち
の
ん
－
地
て
、
籍
苧
か
彗
い
茂
，
（

い
る
の
を
よ
く
兄
か
け
韮
一
。

　
．
〕
れ
ら
は
、
帰
化
植
物
「
セ
イ
タ

ヵ
ズ
ワ
タ
～
ノ
ウ
な
と
｝
の
か
，
．
」

）
の
繁
茂
場
朗
と
な
り
、
衛
彗
占
虫

な
レ
一
か
最
も
好
よ
，
越
冬
の
璽
と
も
な

空
地
は

　
い
つ
も
美
し
く

　
み
な
さ
ん
は
「
釣
政
相
譲
」
を
こ

存
し
て
し
し
）
か
。

　
「
こ
れ
は
こ
ま
っ
た
、
役
、
珈
て
な
ん

と
か
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
と
き
、

親
身
に
な
ノ
て
お
歌
話
一
－
る
の
か
、

’
向
政
相
談
委
員
の
役
目
で
4
1
。

　
列
・
え
十
♪
、
　
刈
U
爪
ロ
、
吋
）
兄
、
　
一
占
呆

　
　
　
　
　
　
　
　
一
天
丁
　
　
　
ノ

護
、
環
境
衛
彗
、
－
父
通
、
公
’
ー
ロ
な
と
、

役
．
肋
な
と
の
”
事
で
、
お
困
り
の
か

た
や
げ
u
兄
要
田
－
の
あ
る
か
た
は
、
こ

，
遅
々
な
く
相
訣
に
お
い
て
く
た
さ

　
▽
目
哨
ー
ト
　
月
－
日
日
　
「
木
）
、

　
！
旺
　
　

1
』
1
、
　
　
）

な
一
」
i
－
ー
カ
「
レ

　
▽
場
．
肋
一
出
勤
．
〃
占
少
η
ホ
ー
ム

　
▽
相
譲
・
丈
”
ー
ノ
臼
政
相
談
委
員
の

甲
、
木
日
…
力
さ
ん
「
d
良
町
）
、
月
一

鉄
耀
さ
ん
〔
金
ケ
浜
）
と
呂
外
向
政

’
比
く
、
「
り
筏
と
P

臣
ロ
タ
’
」
埠
‘

　
な
お
、
行
政
相
訣
委
員
、
は
畠
昏
白

L
ぐ
相
談
に
議
し
ぐ
い
ま
一
の
て
、

、
迅
慮
な
く
こ
相
碧
く
た
さ
い
。

　
ま
た
、
一
　
月
六
日
は
同
ヘ
ム
場
ぐ

悟
料
人
権
相
訣
も
’
臼
わ
れ
ま
一
の
（

．
〕
刊
川
く
た
さ
い
、

　
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
（
は
、
農

業
委
1
1
会
へ
a
②
　
　
　
．
、
内
線

　
四
　
）
、
ま
た
は
農
協
乏
括
へ
お

た
ξ
ね
く
た
さ
い
。

行
政
相
談
と
人
権
相
談

　
身
体
に
障
害
の
あ
る
か
た
の
、
史

詩
援
護
の
相
訣
、
指
導
や
福
柑
の
増

進
を
は
か
る
た
め
に
、
つ
き
の
四
人

の
か
た
か
県
か
ら
「
身
体
御
店
者
相

訣
員
、
」
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

身
障
相
談
員
を
委
嘱

母
r
健
康
弥
帳
を
忘
れ
ず
に

　
十
、
．
1
1
の
一
歳
六
か
月
児
の

健
康
診
査
は
、
十
一
、
月
二
十
日

の
午
後
一
時
一
．
．
レ
分
か
ら
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
春
原
町
）

で
行
い
ま
す
。

　
対
象
幼
児
は
、
昭
和
五
卜
三

松
十
山
ハ
月
一
日
か
・
ら
山
ハ
月
一
、
工
I
H
目

ま
で
に
生
ま
れ
た
r
ど
も
で

す
。

り
か
ね
ま
せ
ん
。
ま
た
、
雑
“
甲
か
道

路
に
は
み
川
し
て
上
通
し
か
漕
く
、

交
通
の
障
、
一
口
と
な
る
ほ
か
、
こ
れ
か

ら
先
の
ノ
ー
ス
ノ
に
発
彗
一
－
る
火
災

の
要
因
と
な
る
こ
と
か
心
配
さ
れ
ま

　
そ
こ
て
、
こ
）
い
っ
た
空
地
を
．
肋

有
し
、
占
有
ま
た
は
管
理
し
て
い
る

か
た
は
、
て
き
る
た
け
甲
く
雑
苧
を

刈
り
と
る
な
と
、
適
切
な
管
理
を
し

て
く
た
さ
い
。

、
歳
六
か
月
児
検
診
～

l
f
卜

6
か
月

3
か
月

払
込
月
数

へ　　1

ｩ聖
ﾚill

へ5

ｩ臨
獅撃撃剣

ｪ
の
と

（f一

Fl11

U
因

∴
1
」
り
1
各
‘
1

　
簡
易
保
険
の
毎
月
の
保
険
料
を
、

前
も
っ
て
ま
と
め
て
払
い
込
み
ま
す

と
（
財
形
貯
蓄
保
険
を
除
く
）
、
つ

き
の
よ
う
な
U
。
4
ノ
カ
あ
り
ま
寸
－

　
保
険
料
の
前
納
払
い
込
み
は
、
看

刊
な
制
度
で
一
。
た
い
せ
つ
な
お
金

を
じ
ょ
う
ξ
に
使
う
た
め
に
も
、
一

　
月
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
か

入
る
時
期
に
一
時
置
に
利
川
さ
れ
る

こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
〈
H
向
郵
便
局
〉

例
　
月
額
保
険
料
．
乃
円
の
場
合

あ
た
た
か
い

　
　
ご
寄
付

日
向
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
つ
き
の
か
た
か
た
か
ら
村
会
福
初

事
業
寄
付
金
か
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
こ
さ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
▽
西
部
ト
キ
ミ
（
右
並
）
▽
長
野

忠
義
（
余
瀬
）
▽
河
野
敏
r
；
口
野

川
）
▽
宮
内
辰
大
（
駅
通
り
）
▽
吉

森
色
男
（
原
町
）
　
▽
黒
木
身
己
雄

（
几
良
）
▽
寺
原
浜
冶
（
切
島
山
〉

▽
臥
卸
木
タ
エ
～
（
本
谷
）
▽
田
原
加
衣

裟
次
耶
（
一
町
）
▽
金
丸
文
～
〔
新

凹
」
▽
1
藤
多
喜
r
へ
花
ケ
斤
）

▽
植
松
俊
．
（
博
崎
巾
）
▽
柏
川
組

　
　
　
　
　
以
ー
ー
月
分
て
し
た
。

割
引
の
あ
る

　
前
納
払
い
込
み
で

　
・
大
山
政
樹
さ
ん
（
美
々
津
）

　
・
那
須
宗
隆
さ
ん
（
鶴
町
）

　
・
藤
川
官
人
郎
さ
ん
へ
平
岩
）

　
・
片
山
富
男
さ
ん
（
富
晶
）

　
な
お
、
画
期
は
九
卜
四
年
レ
月

H
か
ら
．
互
レ
六
年
九
月
．
．
卜
1
1
ま
で

で
す
。

　
巾
は
、
県
対
カ
ン
協
会
の
協
力
を

得
て
、
木
簡
・
月
九
H
か
ら
　
月

卜
二
日
の
間
に
「
～
宮
カ
ノ
検
診
」

を
行
い
ま
す
、
く
わ
し
い
こ
と
に
つ

い
て
は
、
申
し
込
み
井
を
回
覧
し
ま

す
の
て
、
こ
の
機
会
に
も
れ
な
く
受

検
し
て
く
た
さ
い
。

「
r
冨
カ
ン
検
診
」
に
つ
い
て
は
、

衛
『
清
掃
課
（
費
②
　
　
　
　
、
内

線
ム
．
．
症
）
へ
お
た
す
ね
く
た
さ
い
。

月
に
子
宮
ガ
ン
検
診

@ξ1日置ヶΣ笥　　　ます。テレフォ／サービス

@・∵49・　　　（君③1214）で確認を！

日 診　　療　　科　　目 病q幻院名 1｝　所 電　　　話

外諌冬外・胃腸・皮 r代田柄院 鶴　田1 ②7111

2 渡　　婦　　人　　科 柳田［久院 都　町 ②2950

内・放・精神科 田中り内院 門川剛 ③1446

産婦・外・胃腸・放 木1久院 行　還 ④4468

9 内　・　胃　腸　科 占森医院 原　町 ②4046

精　　　神　　　科 協和病院 ll　還 ④2806

整　　形　　外　　科 鮫島医院 原　町 ②8191

16 産　　婦　　人　科 水田医院 鶴　町 ②3388

内　・　小　児　科 田中1久院 d良町 ②2515

月　鼻　・咽喉科 長田1久院 原　町 ②0266

産婦・内・外科 渡辺病院 笹野中 ⑦1011
23

内・放・小児科 白イ1病院 門川町 ③1365

内　　　　　　　科 岸木医院 占野川 ②6055

産　　婦・肛門科 篠原医院 門川町 ③1059

29 内・放・小児科 山中医院 南　町 ②2266

外・整外・胃腸科 此元病院 北　町 ②5488

内　　　　　　　科 松岡医院 原　町 ②5407

うQ 皮　　膚・泌尿器科 沼田医院 原　町 ②3785

整　　形　　外　　科 三ケ尻医院 鶴　町 ②5557

内　科　・　外　科 浦ヒ医院 曽　根 ②2936
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耳鼻　・咽喉科 山口医院 卜　町 ②2203

内　・　精　神　科 鮫島病院 権現原 ④4043
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